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カテゴリー：お知らせ 

令和８年６月１５日 

 
 

環境科学国際センターでは、気候変動対策、外来生物対策、PFAS 汚染や自然災害対

策など、地域課題の解決につながる研究的取組をまとめた「研究活用シーズ集」を発行し

ました。 

研究成果の紹介にとどまらず、企業、自治体、地域社会での活用という“社会実装”を重

視し、16 件の研究シーズを掲載しています。 

研究内容ごとに、活用分野、導入メリット、実装段階などを分かりやすく整理し、また QR

コードから関連動画等を閲覧できるようにしました。 

当センターでは、本冊子を通じて、企業等との連携をさらに進め、研究成果の社会実装

を推進していきます。 

 

1. 研究活用シーズ集の概要 

（１）発行日：令和８年６月１日 

（２）内容：環境分野におけるシーズ 16 件（表１） 

（３）特徴： 

・研究成果の「社会実装」を重視 

・用途やメリットを掲載 

・研究段階（萌芽・試作・実装等）を表示 

・QR コードから解説動画を閲覧可能 

（４）閲覧方法 

環境科学国際センターホームページに掲載予定 

 

環境部 環境科学国際センター 
研究企画室 米持、大澤 

直通 0480-73-8365 
E-mail: g7383312@pref.saitama.lg.jp 

「研究活用シーズ集」を発行しました 

～研究の社会実装化を目指して～ 
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2. 今後の展開 

近年、気候変動による猛暑や豪雨災害、PFAS 等の新たな化学物質問題など、県民

生活に直結する環境課題への対応が求められています。 

そこで当センターでは、企業や自治体、大学等との連携による共同研究や技術実証

を進め、研究成果の社会実装に向けて研究を進めていきます。本シーズ集を通じて研

究内容や活用可能性を広く発信し、新たな連携や実証機会の創出を目指します。 

今後も、科学的知見に基づく研究活動を通じて、県民の安全・安心の確保と持続可能

な地域社会の実現に取り組んでいきます。 
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表１ 研究活用シーズ一覧 

 


